




























































六尺余高ニシテ、勇力人ニ勝タル人ニテ、ヲハタケト云所ニ家ヲ作リ居ケル。或時、晴天ニ、森ニ登リ四方ノ景気ヲ見渡スニ、西ノ方 島蔭幽ニ相見得ケレバ、兵船用意ニテ、勇力ノ者、数十人相語ヒ、順風 帆ヲ揚ゲ、与那国島ニ渡リ 相戦ヒ討勝、島ノ酋長ノ者二三人生捕リ、降参サセ、後ニ悪鬼納ガナシ御手ニ入ケル時、其由奉奏タル由、申伝也。依之 与那国船当島往還ノ時ハ 西表島ニ潮掛リイタシ、彼ノヲハタケ家 火神ヲ拝ミ申事、今迄有来ル也。
　
この由来によると、大竹祖納堂儀佐は与那国島に攻め入り、









摘しているように、竹富島には根原金殿という鍛冶神がおり、やはり与那国島支配 関するエピソードを残している。では、なぜ与那国島であったのか。この点について、石垣氏は、与那国島が当時の世界帝 であった中国に最も近く、 「豊かな物資」を入手しやすいと う地の利を得ていたことに注目する。石垣氏は、与那国島が台湾に隣接した島であり、島伝いに中国大陸の資源を運び込む極め 重要な中継基地として 民間貿易によって盛んに利用されたと も不思議ではないとする。これこそが、大竹祖納堂儀佐にとって「与那国島の最大 魅力であった」と推測するのである。そして、西表島と与那 島との間で起こった争いは鉄の原材料の獲得を巡るトラブルがこじれた結果 あると推測し いる。　
なお、西表島だけではなく、八重山諸島をはじめ、宮古諸島






は大竹祖納堂儀佐が「鍛冶をする人物 あった」と指摘している。というのは、大竹祖納堂儀佐 祀っている「大竹御嶽」から鍛冶の後に出る「鉄鐸」が大量に出土したからである。石垣氏は、大竹祖納堂儀佐の子孫である大竹八重雄氏の協力を得て、鉄を産出しな 西表島でどこから鉄の原料を持ち込んできたのかについて、新日本製鉄八幡／たた 研究会の大沢正巳氏に分析を依頼した。そ 結果、大竹鍛冶遺跡の鉄の原料が中国産
（揚子江沿岸）
である可能性が指摘されたのである。この結





代的にも西表島の鍛冶遺跡とほぼ同時代であり、大竹鍛冶遺跡の羽口とよく似た特徴 あるこ などが共通しているという。しかし、与那国島もまた鉄を産出す 島ではな 。石垣氏も指
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来記』が残っており、初代慶来慶田城用緒から十代用州に至るまでの慶来慶田城家の記録が記されている。筆者はかつてこの『由来記』をもとに慶来慶田城用緒についてまとめたことがあり、本稿では、重複するところもあるが、それに基づいて、あらためて慶来慶田城用緒についてまとめておきた 。　『由来記』によれば、慶来慶田城用緒は外離島の野底辻に居所を置いた有力者の一人で、一五〇〇年に石垣島で勃発したオヤケ・アカハチの乱で琉球王府側に与し、その功績により、乱後、王府から「西表首里大屋子」という役名を授けられ、錦芳氏の祖となった。　『由来記』に記された慶 慶田城用緒に関する記事において、重要なのは次の三点である。　第一に、慶来慶田城用緒が平久保加那按司を討ち果たしたこ









整理してきた。石垣氏は、大竹祖納堂儀佐に関する文字史料が限られている中で 民話や伝承、あ は 遺跡などの発掘調査やその結果などを駆使 、大竹祖納堂儀佐の実像に迫り、西表島を取り巻く国際環境にま 考察を進めた。得 たい業績である。　（二）慶来慶田城用緒　十五世紀末、八重山諸島では政治勢力が台頭し、群雄割拠の

































結んだことである。長田大翁主は、平久保加那按司とは違い、「西表島に慶来慶田城という人物がいることを聞き及んでおり、会いたいと思っていた」と語り、慶来慶田城用緒を丁重にもてなした。そして、三日間、 の下に滞在した後、慶来慶田城用緒は長田と兄弟の契りを結ぶことになるのである。宮古島の例になるが、宮古島で政治勢力が台頭し、群雄割拠の時代を迎えた十四世紀末から十六世紀の初頭 按司や殿を名乗る有力者たちが抗争を繰り返す中で「七兄弟」と呼ばれる一種 同盟が結ばれて、敵対す 勢力に対抗していた。慶来慶田城と長田の「兄弟の契り」もまた一種の同盟であったであろう。これは後のオヤケ・アカハチの乱で機能 ることになる。　
第三に、オヤケ・アカハチの乱後、宮古島の勢力が八重山諸

























































































































































ものと同じであるが、フダチミが登場しな ことと、オホホと呼ばれる道化が登場するのが大きな相違であると言える。石垣博孝によ ば、オホホは「オホホホ」と裏声を発し がら、ミルク
（ミリク）
の行列にちょっかいを出すが、相手にされな











きた。しかし、歴史と文化といえども、これでそのすべ が語られたわけではないし、明らかになっているわけ もな 。冒頭に記し とおり、民俗学や地理学、生物学など、まだまだ様ざまな学問領域で考察すべき課題は残っている。今後 研究さらなる進展に期待したい。参考文献　
 石垣博孝、 「西表租納のシィチィ（節祭） 」 、 『八重山文化』第二号、一九七四年。
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沖縄県立博物館編、 『西表島総合調査報告書』 、二〇〇 年。
　
　
なお、右記『報告書』に「西表島の遺跡」 （大城慧） 、 「船浮湾の
戦争遺跡」 （大城将保） 、 「西表島祖納・星立の節祭」 （當間一郎） 、「西表島におけるカキィ（魚垣）について」 （仲底善章） 、 「節祭の衣装考」 （伊波悦子）が所収されている。すべてを本文中に記すことはできなかったが、いずれも興味深い貴重な論考である。
　







 星勲、 『西表島のむかし話』 、ひるぎ社、 八〇
　
 『地域と文化
　
沖縄をみなおすために』 、第四〇・四十一合併号、
一九八七年。
